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1.緒 言
農業用殺虫剤の歴史をふりかえってみると.今世紀の初頭より硫酸鉛，硫酸石次など無機殺.
虫剤の時代かち，エコチン，除虫菊，デリス等植物性殺虫剤をへて第2::3え世界大敵以後はDD'
Tの登場から全く有機合成品の独り舞台!となったといっても過言でない.他方眼を医薬品に転
十れほ職前には Sulphanylamide系化学療法剤全盛の時代よ!J， Penicillinの発見を契機と
して今や麗々の抗生物質がbらゆる徴生物から日に新たに取出されつつあり，との影響をうけ
て農作物の病害防除にも有効な抗生物質が衣第('C使用されんとする傾向にある.
かかる情勢のもとにあって殺虫剤として効果のある抗生物質は未完1種類も実用化するまで
にぽ至ってたらないが，昆虫類慌たいして殺虫性をもつものは今日まできわめて僅かではある
が知られている.I1lDち， 1950年Beck(I)，KidoペAhmad∞等はさきにLeben，Keitt(4--6)に
より Streptomj'cesの1種から分離され，各種の植物病原菌に有効であると発表された Anti-
mycin A iJt，カツオプシムシの1種 Attagenuspic<凶 s，マグヲテシトウムシの1種 Epilachna
varivestisに殺虫効果ヲつあるととを確認し， 該物質の殺虫機構は滑化中毒剤や接触弗U~二して作
用するのではなく，昆虫体内の琉拍酸股水素酵素系乃至他の酸化代謝の重要な過程を降客する
ためであると設明じている.
失l'CFinlay(7--J1)等は1951年に Streptomj'cesnetropsisの産生ずる 1抗生物質 Netropsinが
グラム陰性細菌類の発育を抑制するのみなら十，毛織物の害虫の防除剤としても有初であると
発表した叉同年 Musgrave(9)等は Streρtomj'cesrimosωの産生ずる T釘Tamycinが貯鞍害
虫であるコグゾウ類に殺虫効果があるととを発見し， コグゾウ Calandraorj'zaeの方がグラナ
ロヤコクゾウ C.g!"anariaよりも抵抗性が弱<. とればTerramycinがコググウの発育lC&:喪
主主ピグミシを供給する役目をもっととろの体内共棲徴生物を死滅させるためであると云ってい
る.
最近 Steinhaus(IO¥は前記 Musgraveの報交を追試するとともに多数の抗生物質の殺虫性
を比較検討した結果， Aureomycin， Terramycin， Streptomycin たどの抗生物質がイエパヱ
Musca domesticaやコタグウ類，ヒラグコグヌストモドキ Tribolium C07ザusum等の殺虫('C効
果のあるととをみとあた.
然しながら他方にないては1953年， Venkatachala等ilOは生糸場産の目的で Aur回mycin，
Chloromycetinを蚕に添食したととろ，蚕体重ば増加したカち 糸量はかえって球少したと報
じている. との研究は恐らく家畜の抗生物質飼料からヒγ トをえたものと思われるが，畜産業
界(12-13)にお・いては近年肥育の目的で家畜飼料に種荷の抗生物質の添加が行われてお.t， との
場合飼料にふくまれる抗生物質の純量は封度当り何 mg程度の極微量にすぎないので，とれま
で紹介した殺虫性に関する諸研究に比較すれば問題にならないくらいの少量である.
(114) 〔農学研究集42iき第H予1.14-117頁 1954)
筆者は将来種々の徴生物から強力な殺虫性物質を分離する意図のもとに，ます事前記のStein・
haus(IO)の実験を追試するとともに若干の新知見を得たので，取敢えす=比の結果を報告する.
11.実験方法及結果
実験方法:50cc入無色広口瓶に玄米(朝日)10gr.，供試抗生物質紛末0.2gr.を添加し
て良〈混合したものにコグゾ1j及びココグゾウ Calandrasasakiiの聡粒から沼化股出当日の新
しい成虫を各 5O~il>て投入して瓶の査をなし， とれを温度 270C，関係湿度75%に調節した
定温器のなかに拾を，毎日 1回1定時刻に 200Cに暖房した室内に取出して供試虫の生死をと観
察した本実験段昭和28年 12月より昭和29年 2月までの期間l包ゐとなった実験に使用した
抗生物質はAureomyc加(米国Lederle祉製品内服用カプセル入)， Terramycin (米国Pfizer
社製品内服用カプセル入)， S仕eptomycin(田辺製薬製品 dihydros位'eptomycinsu1fate)の
3種で，いす写れも玄米('C混合直前に弱瑞乳鉢でとれら掛末を良く磨砕したものを用いた
実厳結果:今との実験結果をしめずと第1表のとお・りである. 即ちコクゾ1jに対する
第 1表 コタゾウ Calandra0γy%aeに対する各種抗生物質の複虫効果
経過 Aur伺 mycin底辺区 T'erramydn量産理区 Streptomydn.li陰湿区 無民主連区
白書k 金事累積』除草際 金棒 銀 証験 生存 JR積1& " 生息5E数0存Ii集死~員0E 積数峨殉峨融事峨死skIt糊漕咋制欽殺紳 榊
0自 50国 ‘ 0西'. o崎 5困o 9飽 0軸駒 0恒 0鴨 10宮l 
1 14 36 72 49 1 2 50 0 0 50 0 1伺
2 0 50 10O 46 4 4 46 4 4 48 2 96 
3 46 4 4 43 7 10 48 2 96 
4 45 5 6 40 10 17 48 2 96 
5 42 8 12 39 11 19 48 2 96 
10 3'7 13 23 36 14 25 48 2 96 
15 37 13 23 34 16 29 48 2 96 
20 37 13 23 33 17 31 48 2 96 
25 3';" 13 23 33 17 31 48 2 96 
30 37 13 23 33 17 31 48 2 96 . 
35 36 14 25 32 18 .33 48 2 96 
4 032 18 33 32 1833 482 96 
殺虫率は Abbott(1引の補正値を示めず.
Aureomycin， Terramycin， Streptomycinの霊長舗をみると， 3種の抗生物質のうちで明らか
な効果をし占うしたのは Aureomycinのみであって，実験開始後わやか2日間で供試昆虫はみ
えに死滅したに反して， Te汀amycin，S位eptomycinでは実験開始後40日を経過しても尚67%
の生存率をしめ.したとのように Aureomycin j;~コタゾウにたいして有効であるととがわか
ったので，ヨえに同じ抗生物質をココクゾウにたいして試みた結果は第2表のとゐりである.
A町 eomycin粉末処理をほどとしたコグゾウ及びココググウの平均生存日数をあげると，前
者では 0.78日土0.069，後者では2.029土0.48Sとなり，ココグゾウはコクグウよりも形態が小
さく体重，体長ともにコグゾ1jの約2/3くらいであるにもかかわら守， ~の実験にないてはコ
グゾウよりも抵抗性が強い傾向をし占うした
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第 2表 ヨコクゾウ Ca帥 ，drasasakiiに対する Aureomycinの殺虫効果
Aureomydn 民主連区 無 蕗 理 区絹揖.
生存虫欽 集積 義積 LZ 当邑曹司E
‘ta量量 59 事E
死守橋T 持 寄hz討議盆ザ00 〆。置 lrl 。。
1 16 34 69 49 1 98 
2 11 39 78 49 1 98 
3 8 42 84 49 1 98 
4 3 47 94 49 1 98 
5 3 47 94 49 l 98 
10 3 47 94 49 1 98 
15 3 47 94 48 “ 9 96 
20 。 50 100 45 5 90 
霊童虫率は劫bot(14)の補正値を示めナ.
筆者はまえに， 化学的に不活性友商kの鉱物性徴掛の::r::rグゾウ及びコグヌストモドキ
Tr必oliumcastanωmにたいする殺虫効果を今回の実験とほぼ同巴方法で実験した結果， silica 
gel，<1←16) silicon carbide(17-1R)， titanium dioxide，(19) zirconium dioxide， (19)alum泊a戸6)
alumina gel(2O)たどの徴掛末が貯穀害虫防除剤として使用されたととのある珪藻土，タルク，
ベγ トナイトの粉末よりも途かに強力であるととを発表したととがあるが， Aureomycinの昆
虫に対する殺虫機構はとれらの不活性物質とlは異った作用と思われるにしても，その殺虫効巣
は少たくとも珪藻土よりは可成b強いものがあるように考えられる.
とにかく， Aureomycinはコクグウ類のよろな小型の甲虫類にかなり殺虫性があるととは
Steinhaus(lO)がしめしたと同様の結果をえたわけであるが， Terramycin， Streptomycinにつ
いては第1表のとなり多少の効果ぽ示めしたlCLても， とれまでの研究者が沿となった程の顕
著な成積を得るとと・はできたかった とれば彼我の実験材料の相違にもとづくかとも考えられ
るが，例えば Steinhausのコクゾウについての研究で、は無処理区の実験開始後30日の死虫率
が筆者の場合わす=か4%にすぎないのに反して， 実lc34%という異常に高い死虫率をと出して
いる. とれば恐らく古川固体生使用したか，又は何らか実験王監境条件の不備によるものと思わ
れる.従って彼の Teηamycin，Streptomycin処理区の殺虫効果も実際にはもっと低いのでは
ないであろちか.'f{，j Aureomycinの接触的効果をみるために該粉末の 100""'1000倍水路液を
そそアカアプラムシ Myzuspersicaeの成虫に噴霧してみたが，全然無効であったととを附記
する.
最後に現在まこでに判明している殺虫性抗生物質はいす=れも E混同μomycesの産生するものに
限られているとと除注目すペ台ととであると考えるが，目下のととろ農業用殺虫剤として実地
(C応用すペくあまりに高価に過ぎ，実用の域lC達するにはより強力で且つ廉価たものを今後探
究せねばならないと考える.
本研買は文部省科学試験研究費にもとづくもので紳按助を賜った西門義一博士¥C深甚の翻意
を表するとともに，実験を手伝れたf可同和雄氏lC御市L申上げる.因みf亡との慨要注昭和29年 3
月29日，日本応用昆虫学会・応用車物学会合同大会に3ないて講演した.
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II.摘 要
殺虫性新抗生物質探究の目的をもって，ます;;Aureomycin， Terramycin， Streptomycinの
昆虫にたいする影響を検討したととろ， Aureomycinがコクゾウ Calandraoryza鳥ココグゾ
ウ Calandrasasakii l亡相当の殺虫効果がるるととを実験した
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